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曹振波、宮下政司、中田大貴、時澤健、柴田愛、宮本直和、内田雄介 
Zhen-Bo Cao, Masashi Miyashita, Hiroki Nakata, Ken Tokizawa, Ai Shibata,  
Naokazu Miyamoto, Yusuke Uchida 
 
早稲田大学スポーツ科学学術院 
Faculty of Sport Sciences, Waseda University 
 
スポーツ科学研究, 9, 56-73, 2012年, 受付日：2012年4月28日, 受理日：2012年4月28日 
 
2012 年 1 月 30 日（月）、早稲田大学所沢キャンパスにて、早稲田大学大学院スポーツ科学研
究科のグローバル COE プログラム博士後期課程修了予定者による発表会が行われた。この発表






て、活発な意見交換が行われた。以下、8 名の発表者を含むグローバル COE プログラム博士後




















博士後期課程3年 浅香明子  
  
博士論文の概要 
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次元形状計測法 （ three-dimensional photonic 
















































ぜひ 1 日 1 日を大切に過ごしてほしい。
 
 
























































































































































































































































































































































































































































































1931 年、嘉農は台湾地区の代表として第 17 回
全國中等学校優勝野球大会に出場し、初出場
ながらも準優勝を果たした。大会期間中、三族協
和の嘉農選手は大会が求める武士的行動の体
現者と報道された。この背景には台湾人の積極
的な日本教育受け入れの姿勢があった。これは
すなわち台湾人が武士道野球を理解し、日本精
神、皇国精神を身体的、思想的、行動的に受け
入れたことを意味した。 
 
研究遂行のプロセス 
一、「テーマの選定」:自分が興味を感じるテーマ
を選定し、このテーマに関する先行研究を徹底
的に収集すること。そして、これらの先行研究を
検討して、これまで明らかにされていない部分を
掘り出し、それらを検討することで、博士論文の
独創性が出てきます。 
しかし、先行研究の収集や検討については相
当な時間を費やさなければなりません。したがっ
て、一年生のうちに、多くの先行研究を検討し、
どこまで研究の独創性を確保できるかによって、
卒業までの時間が左右されるので、研究計画を
早めに設定する事を心がけましょう。 
二、「先行研究への批判」:先行研究を読破する
だけではなく、先行研究が引用したり、参考文献
にしたりしている研究をも再検討する必要がありま
す。なぜならば、研究者の見かたによって、資料
の読み取りが違ってくるので、自分でこれらの引
用された文献を再検討することが不可欠だからで
す。 
三、「規則正しい生活を送ろう」:博士論文との長
期戦を勝ち抜くために、規則正しい生活を送りま
しょう。私の場合、博士後期課程に入学する前に、
研究室に近いアパートを借りて、研究生活をスタ
ートした。通学時間を短縮できるので、研究できる
時間が増える。そして、絶対に徹夜しない。さらに
定期的に運動すること。長期戦なので、自分なり
の研究や生活のバランスを取ってください。 
 
 
